
 

1 
 

 
 
 
 
  

 
火山灰の原発への影響に関する審査

の規則違反がクローズアップされてい
る。川内１・２、伊方３、高浜３・４
は直ちに運転を停止し、玄海３・４、
大飯３・４等も審査をやり直すべきで
ある。以下では、主に大飯３・４に焦
点を当てるが、問題は他の原発にも共
通している。 

 
鳥取県の大山などの噴火による降灰によって、大

飯原発や高浜原発などの外部電源が停止したとき、
福島第１原発事故時と同様に非常用ディーゼル発電
機（ＤＧ）を作動させることになる。ところがその
ＤＧは外気を取り入れてその酸素で燃料を燃やし、
同時に空気でエンジンの冷却もしている。火山灰に
よって吸気口のフィルタが目詰まりすれば、エンジ
ン（排気）の温度は上がり、やがて酸素不足で停止
に至り、全電源喪失に陥る。 
 この問題は空気中の火山灰濃度の評価に大きく依
存しているが、その濃度の予測値が今年に入って格
段に上昇した。原子力規制委員会が 7月 19日見解
で示した濃度（下表の最後の２つ）は、昨年１０月

までのエイヤヒ
ャトラ火山によ
る濃度の約千倍、
その後のセント
へレンズ火山に
よる濃度の約百

倍である。このような高い濃度を適用した審査をや
り直す必要があり、それまで高浜原発や大飯原発等
は停止しておかねばならないことになる。いまもし
大山が噴火すれば、高浜３・４号は全電源喪失に陥
ることになるが、それが分かっていながら放置され
ている。８月１７日におおい町に再稼働反対を申入
れに行き、担当者に聞いたところ、規制庁からこの
問題については何も説明を受けていないとのことだ
った。 
 ＤＧは各原発に２台・２系統が存在する（これを
Ａ系、Ｂ系とする）。Ａ系のフィルタが目詰まりした
とき、Ａ系を止めてＢ系のＤＧを動かし、その間に
Ａ系フィルタの交換・清掃を済ませれば支障は起こ
らないのではないだろうか。空気中の火山灰濃度が
高くなると、Ａ系フィルタの交換終了までにＢ系が
目詰まりするのでこれは不可能になるが、実はそれ
以前の重大問題が存在している。片側でもＤＧを止
めることは規則違反なのである。まずはこの肝心な
重要点を最初に確認することから始めよう。 

 
１．２系統のＤＧは片側停止も許されない： 単一故障の仮定・多重性の要請 
 
規則に照らせば２系統の機能維持は不可欠であり、

片側でも止めることは違反である。まず単一故障の
仮定とは、「単一の原因（例えば火山灰）によって一
つの機械又は器具が所定の安全機能を失うこと」と
されている(設置許可基準規則 12条 2項)。単一故障

が発生した場合でも、非常用ＤＧは多重性を確保す
るよう施設しなければならないと規定されている
(技術基準規則 14条)。 
さらに、7月 19日の規制庁見解では、24 時間の

噴火又は降灰に関する「参考濃度」を規定し、「この

非常用ディーゼル発電機は現状で２系統機能維持を満たさず 
規則違反を見てみぬふりの規制庁 

 

火山灰濃度
 エイヤヒャトラ氷河      3.2mg/m3

 ★セントへレンズ     33mg/m3

 富士宝永噴火  1,000mg/m3

 規制庁試算①    600mg/m3

 ☆規制庁試算②  2～4 g/m3

 ☆規制庁試算③     数g/m3
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参考濃度において、非常用交流動力電源設備に対し、
24時間２系統の機能維持を求める」として片側停止
を明確に否定した。この点の質問に対し、山形審議
官は「２系統の健全性維持ですので、ここは交代と
いうのは、フィルタ交換中は機能を喪失しているの
で、健全ではないということです」と答えている（7
月 19日議事録 31 頁）。8月 7日の規制庁交渉におい

ても担当者は、その原則は以前からそのとおりだと
繰り返し強調した。 
ところが、この原則は大飯原発等の審査過程では

無視されており、高浜原発などの運転継続が許され
ている。まずはこのような違法運転の停止を要求し、
単一故障・多重性の原則に立ち返って、すべての原
発について審査のやり直しを求めよう。

 
２．審査過程で関電は公然と片側停止の考えに依拠し、それで審査をパス 

 
 大飯原発の適合性審査過程において、関電は下記のように片系停止すると表明しているが、これは明ら
かに規則無視の考えである。 
このときの評価では、アイスラ

ンドのエイヤヒャトラ噴火による
火山灰の空気中濃度 3.241mg/m3

を想定し、フィルタ表面の火山灰
捕集容量（単位面積当たりの捕集可能量）を 1,000g/m2として、閉塞時間（フィルタ表面が吸着で満杯に
なる時間）を 18 時間と計算している。24時間降灰が継続すれば途中でフィルタを交換しなければならな
いが、片側停止によって可能だとし、それで審査を通っているのである（高浜原発の同日付資料でも同様）。 
 
３．フィルタの性能（捕集容量）を勝手に 20 倍に引き上げた 
 
 昨年 10月ごろから、想定火山灰濃度が低すぎるとの批判が高まり、今年に入って検討チームが設けら
れて、エイヤヒャトラの 1000倍、その後のセントへレンズの 100倍にも相当する濃度が提起された。そ
こで関電は、次の考えを打ち出した（5 月 15 日検討チーム資料 1‐2 の 2 頁）。  

こうして審査とは別に、簡易試験によって捕集容量を 20 倍の 20,000 g/m2に
引き上げた。その簡易試験では直径 10cm、厚み 15cm の円筒形フィルタを用い
て、風量が 1/2となったときまでに吸着した火山灰量を円面積 78.5cm2（実際の
フィルタ面積の 1/400）で割って捕集容量としている。フィルタの捕集能力を 20
倍に引き上げると、閉塞までの時間も 20 倍に伸びることになる。その後は電事
連もすべてこの 20倍能力を前提としている。 
 
４．電事連の評価と限界濃度の違法 
  
電事連は今年 6月 22日の資料 1‐2‐2の 2頁に

おいて、大飯原発の設計層厚（地表に降り積もった
火山灰の層厚）を 10.0cmと仮定し、空気中濃度（参
考濃度）と限界濃度を次表のように算出している（空
気流量が大飯は高浜の 1.6倍あることが両者の主な

違い）。限界濃度とは、片側系統を止めてのフィルタ
交換が終わるまでに、動かしているもう片側のフィ
ルタが閉塞するときの濃度、すなわち両系統が同時
に機能を失うような火山灰濃度のことである。この
濃度よりも参考濃度（実際の濃度）が高いというこ

非常用ディーゼル発電機は 1ユニット当たり、2 台設置されて
おり、仮にフィルタが詰まった場合には、必要に応じて片系を停
止し、フィルタの取替や清掃を行うことが可能である。 

（2013年 12 月 20 日 関電 資料 2-5 27頁） 

円面積 78.5cm2 

 

10cm 

15cm 

簡易試験 
フィルタ 
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とは両系統の機能喪失が起こり、全電源
喪失に陥ることを意味する。その前に、
限界濃度の前提として電事連は片側停止
を想定しているが、そのこと自体がすで
に規則違反である。 
ちなみに、大飯原発の参考濃度

1.5g/m3では、フィルタ閉塞までの時間
は約 48 分であり、フィルタ交換・清掃
の時間約 1 時間より短い。ただし、48
分はフィルタ捕集容量を勝手に 20倍に
引き上げた場合であって、審査どおりな
ら 1/20 の 2.4分となる。参考濃度の場
合に 2.4 分で交換するなど不可能である。だからこそ、電事連は次に述べる新たな方策を打ち出さざるを
得なかったに違いない。
 
５．運転を止めずにフィルタ交換する電事連の新たな方策 
 
 前述のように規制庁は 7月 19 日の新たな見解において「24時間 2系統の機能維持を求める」と片側停
止を明確に否定した。電事連はこれを意識してか、上記資料の 3 頁において、「２系統のＤＧの必要な機
能を維持するため、運転中にフィルタの取替・清掃を実施できるようにする必要がある」と述べている（下
図：次頁参考資料参照）。 
 この見解によって逆に現状の違法
性が如実に明らかになった。同時に、
これは今後の方策であって現状でそ
れが実施されているわけではない。 
 
 
６．大山噴火による火山灰濃度の再評価 
 
 規制庁の 7月 19日資料では、層厚 15cm のときの 24 時間濃度（参考濃
度）を 2～4g/m3としている（右図）。この値は上記電事連の想定 1.5g/m3

より平均でも２倍高い。 
 また、規制庁の今年 6 月 14日原子力規制委員会資料 2によれば、大山
噴火による堆積物層厚を示す資料(別添１図２)では、大飯原発や高浜原発
での層厚は約 20cm の可能性があり、それに関連する情報収集を関電に求
めている（次頁参考資料参照）。このような評価もまだ検討課題として残さ
れているのである。 
 
７．川内・伊方原発も直ちに運転停止を！玄海原発の再稼働を許さない！ 
  
川内原発は、日常的に噴火を続ける桜島から約

40kmの地点にあり、薩摩川内市周辺に火山灰が降
ることもある。火山灰の影響は火砕流とは異なり、

風向きによっては桜島大正噴火と同様の規模の噴火
でも限界濃度を超えるおそれがある。大正噴火から
100年が経過し、この規模の噴火はいつ起きてもお

24 
時間 

美浜
3号機

高浜
1,2号機

高浜
3,4号機

大飯
3,4号機

伊方
3号機

川内
1,2号機

玄海
3,4号機

設計層厚※1

（cm）
10.0 10.0 10.0 10.0 15.0 15.0 10.0

参考濃度※2

（g/m3）
約1.8 約1.4 約1.4 約1.5 約3.1 約3.3 約3.8

現状の限界濃度※3

（g/m3）
約1.6 約1.6 約1.8 約1.1 約0.7 約1.0 約0.9

両系統閉塞時間※3

（時間）
約１ 約１ 約１ 約１ 約1.7 約1.7 約1.7

（容量1/20のとき） （３分） （３分） （３分） （３分） （5.1分）（5.1分）（5.1分）

プラントの設計層厚とそれに基づく参考濃度は以下のとおり 
（既に新規制基準への適合に係る設置変更許可を受けているプラントについて例示） 

 

6月 22日付電事連資料 1-2-2の表に、限界濃度によって両系統が機能
喪失するまでの時間を引用者が追加（同日付資料 1-1-1より）。 
（ ）内は審査通りのフィルタ捕集容量の場合の機能喪失時間。 
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かしくないといわれている。直ちに止めるべきだ。   
また、片系停止問題について、九電は特例で認めら
れていたから規則違反ではないと主張している。し
かし九電があげたものは通常運転時のメンテナンス
に際しての措置である。規制委側も特例を認めた覚

えはないとしている。伊方原発を抱える四国電力は
新聞の取材に対し、片系停止の現状が現行の規則に
違反することを否定しなかった。この意味でも、稼
働中の川内、伊方原発は直ちに停止すべきだ。玄海
原発も、再稼働の手続きを止めるべきである。 

 
８．結 論 
 
①規制庁は片側停止という規則違反を見てみぬふり。稼働中の原発は即時停止。大飯・玄海は再稼働中止。 
②全ての原発で、火山灰濃度を少なくとも規制庁の 7月 19日資料どおり 2~4ｇ/m3とし、フィルタの捕
集能力を従来の審査で用いたとおりに 1,000g/m2として審査をやり直すこと。 

③その新たな審査では片側停止を認めず、運転を停止しないままのフィルタ交換とし、 それが不可能なと
きは原発の運転を認めないこと。 

④関西電力は大山噴火による火山灰層厚の調査・再評価を行うこと。 
 
●参考資料 〇運転を止めずにフィルタ交換する電事連の新たな方策案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇規制庁が関電に対して火山灰分布の情報収集を求める 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

以上を踏まえ、若狭地域の原子力発電所の
新規制基準適合性審査の際の火山影響評価
において、大山生竹（ＤＮＰ）の噴火規模（噴
出量）を考慮した数値シミュレーションを行
っている関西電力に対しては、その根拠とな
る大山生竹（ＤＮＰ）の火山灰分布（別添１
図２参照）について情報収集を行うことを求
めることとしたい。（2017 年 6 月 14 日 原
子力規制委員会 資料 2 2.今後の方針案） 
下線は引用元による） 

別添１「３）原子力規制庁としての今後の対応」では、大山倉吉と大山生
竹について「より詳細に情報収集することを検討していく」としている。 

DKP:大山倉吉 
DNP:大山生竹 

20cm 

高浜 大飯 

ＤＫＰ 

2017.8.29 

PWR 屋内設置フィルタ（泊 1～3、敦賀 2、大飯 3・4） 
【対応】高濃度の火山灰降下が予想される場合､既設
のフィルタを取外し、カートリッジフィルタを取り付
けるとともに屋外給気口部に火山灰の吸い込みを低減
させるためのフード等を設置することでフィルタ閉塞
防止に万全を期する。 

 美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会（美浜の会） 
 大阪市北区西天満 4-3-3 星光ビル 3階 
  TEL 06-6367-6580 FAX 06-6367-6581 

http://www.jca.apc.org/mihama/ 

原子力規制を監視する市民の会 
 東京都新宿区下宮比町 3-12 明成ビル 302 

TEL 03-5225-7213 FAX 03-5225-7214 
 http://kiseikanshi.main.jp/ 

   


